
近年、コスト削減や最新のIT技術導

入を目的として、アウトソーシング・

サービスを利用する企業が急速に増え

てきました。また「IT革命」と称され

る急速な情報化の波が、社会や経済構

造の変革の契機となっており、民間に

おける e ビジネスの実現や政府の「e-

Japan」構想へと発展してきています。

利用形態の変化

当社では、長年にわたる計算セン

タでのノウハウを生かしたデータセン

タを全国各地で展開しており、メイン

フレーム（ホスト）からインターネッ

ト・サーバまでシームレスなアウト

ソーシング・サービス”Power IDC”を

提供しています。

しかしここ数年、利用形態にも変

化が現れてきました。従来のアウト

ソーシングではメインフレームが殆ど

でしたが、現在はIDC/ASP事業に見ら

れるサーバ主体のインターネット型ア

ウトソーシングにシフトしてきていま

す。つまり、サーバ単独あるいはメイ

ンフレームとの併設へと、システム形

態が急速に変化しています。

当社ユーザの導入実績で見ると、

1998 年度は過半数がメインフレーム

単独利用でしたが、2000年度にはサー

バ単独及びメインフレームとの併設が

全体の約 7 割、今年度はその比率が 8

割程度と予想されます。

IDC の利用用途と採用理由

IDCの利用用途でも変化が見られま

す。メインフレームの時代は業務系シ

ステムが大部分でしたが、インター

ネット・サーバへの移行とともに、グ

ループウェアやメールなどの情報系シ

ステムから EC 系システムまで幅広く

ご利用いただいています。

また採用理由も、運用負担軽減や

スペース不足の解消だけではなく、最

近ではセキュリティ対策が重要視され

ています。このセキュリティ対策には

当社も力を入れており、センタ設備な

どのインフラ面はもちろんのこと、不

正アクセスなどの情報セキュリティに

おいても、その先進企業とアライアン

スを組み、万全な体制でお客様のシス

テムをサポートしています。

【FIP のアウトソーシングユーザの推移】



これからのアウトソーシング

インターネットが普及する以前の

アウトソーシング・サービスは、メイ

ンフレームを利用した基幹業務の運用

サービスが主体であり、ハード・ソフ

トの提供からシステム運用、さらには

業務運用までを含めた包括的なアウト

ソーシングとなっていました。一方、

サーバのアウトソーシングでは基本運

用を中心とした、いわゆる「ハウジン

グ」や「ホスティング」としてのサー

ビスがほとんどでした。

しかし、インターネットの普及に

伴い、サーバシステムにおいても利用

用途が多様化しており、それに伴い運

用管理の重要性も顕在化してきていま

す。ただ、通常IDCで提供される運用

管理は、サーバやネットワークに限ら

れており、データベースなどのミドル

ウェアやアプリケーションの維持管理

までは含まれていないのが実状です。

そこで、システムの監視 / 管理やビ

ジネス・オペレーションなど、包括的

なシステムの維持管理を提供する

MSP（マネジメント・サービス・プロ

バイダ）としての機能が現在重要視さ

れています。

更に今後は、ネットワークのブ

ロードバンド化に伴い、ネットワーク

間を飛び交う情報量が飛躍的に増大す

るでしょう。つまり、それらの情報

（データ）を蓄える倉庫（ストレージ）

が今まで以上に必要になると予想さ

れ、それらストレージ・システムを提

供する SSP（ストレージ・サービス・

プロバイダ）としての機能も要求され

てくるのです。

このように IDC 及びアウトソーシ

ング・サービスに求められる機能は

刻々と変化しその守備範囲も広くなっ

ています。当社”Power IDC”では、お

客様のご利用形態に応じて常に適切な

サービスが提供できるよう、センタ環

境を整備していく予定です。

【IDC 利用用途】 【IDC 採用理由】

【FIP”Power IDC”サービスメニュー】

【FIP”Power IDC”の特長】



インターネットの普及は、社会の

様々な場面でネット利用を推進し、「e

ビジネス」発展の原動力となっていま

す。また、携帯電話の普及によりイン

ターネットのユーザ層は更に拡がり、

人気のあるコンテンツを持つサイトな

どは膨大なアクセスを受けるように

なってきています。

Web サイトが直面する新たな問題

しかし、急激なアクセス数の増加

により、Webサイトの脆弱性が露呈し

てパフォーマンスが劣化するなど新た

な問題も発生しています。例えば、殺

到するアクセスをさばき切れなかった

W 杯チケット販売の中断は記憶に新

しいところです。

これらは、サーバの処理能力や

ネットワークの速度だけに起因するも

のではありません。アプリケーション

やデータベースなどに起因する場合

は、サーバの増設やネットワークの大

容量化を図っても、全く改善が見られ

ないこともあるのです。

そこで、Webサイトの性能をテスト

してそのボトルネックを特定したり、

安定的な運用を行うためサーバの状態

を監視するサービスが必須となってい

ます。

FIP が提供する性能管理サービス

当社では、本分野で世界的にトッ

プシェアを誇る米国マーキュリー・イ

ンタラクティブ社の日本法人 ( 株 )

マーキュリー・インタラクティブ・

ジャパンと提携し、「Web サイトパ

フォーマンスマネージメントサービ

ス」を提供しています。

これは、Webサイトのパフォーマン

ス（性能）に関して、テスト・分析・

評価及び監視など総合的に行うサー

ビスです。お客様のWebサイトに実環

境と同等の負荷をかけて試験を行い、

その Web サイトの健康度をチェック

して改善方法を診断したり、予防の

ための常時監視も行います。

パフォーマンス管理

の重要性

Web サイトをより安定的

に運営することは、困難か

つ非常に重要な課題です。

何故なら、EC や e マーケッ

トプレイスなどネット上で

ビジネスを行っている場合、

サービスの中断やサービス

レベルの悪化が直接売上の

ロスに結びついてくるから

です。

しかし、サーバの性能管理には多大

な労力と時間を要します。本サービス

をご利用いただくことにより、お客様

は安心して本業のビジネスに取り組む

ことができます。

【Web サイト向け負荷テストサービス「ActiveTest」】

【Web サイトパフォーマンス監視サービス　「ActiveWatch」】

【ActiveTest　パフォーマンスレポート出力例】



※記載の社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。

今回は、インターネット上でマー

ケティングリサーチを展開しているベ

ンチャー企業、(株)ガリレオゼスト様

をご紹介いたします。(株)ガリレオゼ

スト様は、Webとリアルチャネルを融

合した販促キャンペーンサイトを、

ASP型でクライアント企業に提供する

最新ビジネスモデルを構築していま

す。

キャンペーンによる顧客情報収集

IT化が浸透してきた現在、情報収集

や企業の意思決定に今まで以上にス

ピードが要求されます。さらに、顧客

との継続的かつ積極的なコミュニケー

ションの必要性も高まってきていま

す。

同社のデジタルマーケティング

サービスでは、インターネットを利用

したプロモーションアンケートを行

い、大量の顧客情報を収集します。そ

の情報は、年齢や性別、職業などの基

本情報にとどまらず、生活情報や新商

品への関心等、顧客のライフスタイル

まで踏み込んだ内容となっています。

One to One マーケティング

収集された膨大な顧客データは、

ある一定の規則で抽出（マイニング）

され、プロモーション製品の顧客や

ターゲット像を把握します。これらを

明確にすることにより、顧客個人単位

にそれぞれの嗜好に合わせた効果的な

広告や情報の発信が可能となります。

さらに、収集したマーケティング

データを必要な形に変換してご提供で

きますので、今後の商品企画やプロ

モーションへ活用いただけます。

CRM 戦略への活用

本サービスの特徴は、収集された

データを最大限に活用して、個人に特

化したサービスを提供できることで

す。顧客にとって必要な情報のみをタ

イミング良く発信し、顧客貢献度に応

じた特典（ポイント蓄

積による商品やサービ

スとの交換等）を提供

するようなロイヤリ

ティプログラムをご提

供しますので、顧客満

足度の更なる向上が図

れるばかりでなく、リ

ピーターの増加にもつ

ながってくるでしょ

う。

インターネットの世界は、企業規

模の大小ではなく、アイデアの有無が

勝負を決めると言っても過言ではあり

ません。(株)ガリレオゼスト様のよう

なアイデアの豊富な企業が、当社IDC

とのコラボレーションで、より発展さ

れることを期待しています。

【サービスイメージ図】

【サービス画面例（日立マクセル株式会社様）】


